
第１学年１組 国語科学習指導案 

指導者   阪田 美穂子 
 
１． 日時・場所 平成２７年６月１７日（水） １３：３５～１４：２０ 教室 
 
２．単元名  「 たからものを おしえあって なかよしになろう 」 

～光村図書「たからものを おしえよう」～ 
３．単元目標 
 ○大切なものについて伝え合う活動を通して、友だちのことを知り、聞く・話す活動に意欲

的に臨む態度を育てる。 
  
重点指導事項 「Ａ話すこと・聞くこと」 
    ア 身近なことや経験したことなどから話題を決め、必要な事柄を思い出すこと。 
    エ 大事なことを落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと。 
 
言語活動： 大切にしているものとその理由について友だちに分かるように教えたり、もっと

よく知ったりするために対話をする。  
 
４．評価規準 

国語への関心・意欲・態度 話す聞く能力 言語についての 
知識・理解・技能 

・大切にしているものとそ

の理由について、必要な

事柄を集め、伝えようと

している。 
・友だちが伝えようとして

いることに興味をもっ

て聞こうとしている。 

・大切にしているものとそ

の理由について、必要な

事柄を集め、伝えてい

る。   （ア） 
・友だちが伝えようとして

いることに興味をもっ

て聞いている。（エ） 

・言葉には、事物の内容や

自分の経験を伝える働

きがあることに気づい

ている。 イ（ア） 
 

 
５．単元について 
（１）児童の実態  
小学校生活にようやく慣れてきた一年生。それぞれの目が教師一人に向けられ、「せんせい、

あのね。」といつでも自分の話を聞いてほしい様子がある。あいづちやうなずきを返しながら

聞くことで、子どもは笑顔になり、満足した表情を見せる。そんな１対１のかかわりを望み、

自分の話を何とか聞いてもらおうと、時に大きな声を出すなどといった周りの話をさえぎる行

為をしてしまう児童も出てくる。また、自由に何でも話すのびのびとした子どもたちは、自分

の思いをすぐに伝えたくなる。とても素敵な姿である反面、集団において話をしているときに

は、話し手に尋ねられていることは何であり、どのような話題で学級集団としての話がなされ
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ているのかをよく聞くことが、集団としてのコミュニケーションを成り立たせるのに大切にな

ってくることを学ぶ必要がある。学校生活や社会生活においては、周りの多くの人とつながる

ための言葉の力を獲得させ、豊かなかかわりを生む力を身につけさせたい。 
徐々にではあるが、聞くときに大事にすることや発言の仕方を知り、それらを意識し始める

ようになってきている。 
 
（２）日常活動での耕し（教師のスピーチ） 
朝の会では、教師によるスピーチを聞く時間を設けることにした。「聞いて聞いて。」と話 

すこと好きの子どもたちは、話したい思いをもっている。しかし逆の立場である「聞くこと」

については、これからの優先する学習内容であると感じた。人とのかかわりは、話す聞くの双

方向のやり取りで成り立つ。まずは相手の話を「最後まで聞く」経験を積み重ねたい。「最後

まで聞く」ことは、思いや考えをめぐらせ膨らませ（思考活動）ながら聞くことになる。入門

期は初期段階として「０の声」（声を出さず）で聞くように指導しているが、これは、心まで

堅くする難点があることも感じる。思わず、声が出たりうなずいたり笑ったりする自然な反応

は「からだの声」とし、それらが返ってくることは、話し手にとって、嬉しいことであること

を伝えるようにしている。最終的には、形式から外れ、話し手の立場を尊重した聞き手となり、

言葉のコミュニケーションができれば、言葉が生きて働くことになると考える。少しずつでは

あるが、聞き手として「もっと知りたいこと」や「思ったこと」を話し手に返すといった主体

的に聞く姿も見られるようになってきている。全体の中で質問や感想を言わなかった子どもも

休み時間・給食時間などに、心にとまった内容についての自分の経験や思いを話してくれるこ

ともあった。 
このような活動の継続により、いずれは「○○さんの話も聞きたいな。」「わたしのこともみ

んなに教えたいな。」となることを期待している。 
 

（３）単元設定の理由 
①これまでの学習経験 
 四・五月にかけては、『ともだちに なりたいな』～聞くこと・話すことって たのしいな～

として、入学して間もない一年生の、みんなと友だちになりたい、友だちをたくさんつくりた

いという思いを生かした単元を設定して取り組んできた。 
「なんていおうかな」の学習では、自分から周りの人に、どういった一言をかければつなが

ることができるのか、言葉をつかうと人とつながれることを体感的に理解してほしいと思った。

そこで、いろいろな場面で相手とコミュニケーションをとるために必要な言葉を挙げ、劇化（教

師対児童の１対１）を体験した。学習を終えてからの朝は、教室に入ろうとする担任より先に

自分からあいさつをしようとする子どもたちの姿があった。教師の「負けました。」を聞いて、

笑顔になる時間が繰り返されている。一年生にとってはユーモアをもって接することは余計な

緊張がほぐれ、相手との距離が近づき、体の中から本物のことばが生まれることを感じた。 
 「どうぞよろしく」の学習では、学級だけではなく、生活科「学校たんけん」・仲良し交流 
（異学年交流）で二年生や六年生に対し、自己紹介を行った。ペアの友だちとの対話やかかわ

りを楽しんでいる様子があった。 
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「えをみてはなそう」の学習では、二人組になって問答をした。動物たちのいる景色を、町

の人とレポーターが見ているという設定で、やりとりを行った。「ごっこ遊び」の要素を取り

入れた活動は、この時期の子どもたちを、すんなりと学習へ引き込み、全体の前で話すことへ

の抵抗感を減らすことができた。全体の前で話す場面では、声の大きさを今までとは変える意

識がもてるよう「声のものさし」を提示し、絵や数字と対応した声の大きさを出せるように支

援した。また口形や発声の仕方についても楽しく遊びながら学んでいけるように定期的な指導

を心掛けたい。 
「わけをはなそう」の学習では、「理由を述べる」ことを重点にした指導を行った。他教科

の学習や帰りの会の「今日のきらりさん（がんばっていた友だち見つけ）」コーナーでも、わ

けを話すことを継続している。 
お互いのことを知って友だちになるためには、どのように話したり聞いたりしたらよいかを

振り返ってきた。 
②本単元と研究テーマ「心と心をつなぐ、聞き手話し手の育成をめざして～自分発見！友だち発見！～」 

とのかかわり 
本単元『なかよしになりたいな』～もっと知るために しつもんしよう～ は、前単元での「わた

しと○○さん」、「わたしと○○先生」といった 1 対 1 のやり取りが主であった活動から、友だ

ち同士へと広げていくものとして設定した。 
「おもいだして はなそう」の学習では、「ぼくは、～。」「わたしは、～。」と一人一人が自

分の経験したことをグループの中で伝えることに初めて取り組む。話し手は自分の体験を思い

出して順序を考えて話し、聞き手は話を聞いて感想を言ったり質問をしたりしていく。周りの

人とつながるには、説明の方法や質問の仕方などを学ぶ必要がある。しかし、日常的な会話で

は、話し手の伝え方や内容が不十分である場面にも出くわす。周りの友だちが興味をもって聞

き、話し手の言葉を補うために聞き返したり質問したりし、お互いが言葉によって安心する心

地よさを感じてほしい。 
「たからものをおしえあって なかよしになろう」の学習は、「友だちの話をきいてみたい」

「わたしも話をしてみたい」と、聞き手も話し手も「聞くことで友だちのことが分かった」「話

すことで自分のことを知ってもらえた」と思える話材として「たからもの」を取り上げた対話

活動を設定した。「わたしの大切にしているもの（たからもの）」には、それぞれ自分の思い入

れがある。思いのあるものについて話すことは、必要な事柄を集めるのにも意欲をもてるもの

であると考えた。また、それらは、それぞれの「ちがい（個性）」が表れる。「たからもの」に

ついて、聞いたり話したりすることで友だちや自分を発見することができるだろう。学習活動

では、1 対 1（二人組）の対話活動、グループでの発表の場を設定している。全体の前で一人

で話すことは、とても緊張感が高い。何かを話したくなって自ら手を挙げても、いざ指名され

て一人で話そうとすると、言葉が出ずに無言になってしまうことも、この時期の児童には多く

ある。二人・グループ・全体といった対話のステップを徐々に積み、多くの人とのかかわりを

楽しめる子にしていきたい。そして、言葉だけでなく、話し手の思いを表情やしぐさからも受

け取るあたたかい心をもった聞き手を育て、自分を表現することに意欲をもてるようにしたい。 
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（４）日常的手立て 
●「聞くこと・話すこと」って楽しいな 
①教師のスピーチ  
②児童のスピーチ活動「おはなしレストラン」 
③本の読み聞かせ 
月：朝会の話について教師が感想を話す。（「感想」とは） 
火：読み聞かせ（気に入ったところ・言葉など） 
水：教師のスピーチ（「質問」とは） 
木：一人読み（本を選ぶ） 

＊ 誕生日リクエスト：誕生日の児童に読み聞かせのプレゼントをする。言葉は嬉しい贈り物     
になることを伝えたい。 

 
●「ことば」のリズムって楽しいな 

①５音・７音で、リズム歌づくり 
②詩の音読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  「学習指導要領 解説 国語編」より抜粋  Ｐ１１・１４ 
 
Ａ話すこと・聞くこと（第１学年及び第２学年） 
＜目標＞ 
相手に応じ、身近なことについて、事柄の順序を考えながら話す能力、大事なこと

を落とさないように聞く能力、話題に沿って話し合う能力を身に付けさせるとともに、

進んで話したり聞いたりしようとする態度を育てる。 
 
＜指導事項＞ 
ア 身近なことや経験したことなどから話題を決め、必要な事柄を思い出すこと。 
イ 相手に応じて、話す事柄を順序立て、丁寧な言葉と普通の言葉との違いに気を 

つけて話すこと。 
ウ 姿勢や口形、声の大きさや速さなどに注意して、はっきりした発音で話すこと。 
エ 大事なことを落とさないようにしながら、興味をもって聞くこと。 
オ お互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うこと。 
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６．単元の構想（話す・聞く領域：4～9 月）                   資料 
 

 
            国 語 科 
＜４月＞  

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜５月＞ 

 
 
 
 

 

他教科・領域 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（継続） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
       

 
 
 
 
 

あさ ② →「つながる」 
◎教師の問いかけに対して、絵を見て見つけたこと、想像したこと

を話す。（ア） 
 
 

 

生活科：学校たんけん 

なんて いおうかな ② 
◎相手や場面に応じて、適切な言葉遣いで話す。（イ） 
○互いの話を集中して聞き、話題に沿ってやりとりする。（オ） 
 

どうぞ よろしく ① 
◎友達に知ってもらいたいことを考え、自己紹介する。（ア・イ・オ） 

生活科： 

は じ め ま し て の 会 

２年生と 

こえの おおきさ どう するの ① 
◎場面に合わせた声の大きさで話す。（ウ） 

えを みて はなそう ② 
◎絵を見ながら型に合わせて尋ねたり、質問に答えたりする。（オ） 

日常： 

・教師のスピーチ 

・本の読み聞かせ 

わけを はなそう ②「わたしの朝顔さんの名前」 
◎気持ちを話したあとに、そのわけを話す。（イ） 
○自分の経験などをもとに、話題に沿って話す（ア） 

生活科： 

「わたしの朝顔さん」 

算数：考えを説明する 

 

 

行事： 

１年生を迎える会 

「友達がいっぱい♪」 

 

単元名「ともだちに なりたいな」⑩ 
～聞くこと・話すことってたのしいな～  
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＜６月＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
・ 

 
 
 
 
 
 

（継続） 
＜７月＞ 

 
 
 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜９月＞ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

おもいだして はなそう ③ 
◎自分の体験を思い出し、姿勢や話し方に注意して順序立てて話す。

（ア・イ・ウ） 
○友達の話を興味をもって聞く。（エ） 

日常：スピーチ活動 
あいうえおで あそぼう ① 
◎はっきりした発音や口形に気をつけて声を出す。（ウ） 

単元名「なかよしに なりたいな」⑧ 
～もっとくわしく知るために しつもんしよう～ 
～くわしく教えるために 話すことをあつめよう～ 

 

図工： 

「せんせい、あのね」

運動会でうれしかっ

た言葉を題名に、絵を

かこう 

（わけを話そう） 

なつやすみの ことを はなそう ④ 
◎経験の中からみんなに話したいことを選び、話の順序を考えなが

ら、丁寧な言葉を使って話す。（ア・イ） 
○話の大事なことを落とさないように興味をもって聞く。（エ） 

たからものを おしえよう ④ 
◎自分の大切なものについて、姿勢や話し方に注意して、順序立てて

友達に説明する。（ア・イ・ウ） 
○相手が伝えたいことを落とさないように聞く。（エ） 
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７．単元の指導計画（４時間扱い） 
次 時 評価規準と評価方法☆ 主な学習活動 指導上の留意点 
一 
 
単

元

の

見

通

し

を

も

つ 

 
１ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・教師のたからものの話

を興味をもって聞き、

自分や友だちのたか

らものについて、話し

たい・聞きたいという

思いをもっている。 

【関意態】 

☆発言・行動 

☆たからものメモ 

 

 
○教師による「たからもの」に

ついてのスピーチを聞く。 

・聞きたいことは・・・ 

 
○知りたいことを質問したり感

想を話したりする。 

・何のぬいぐるみか。 

・どのくらいさがしたのか。 

・どこでさがしたのか。 

 

○「たからものをおしえあって 

ともだちとなかよしになる」

（学習課題）ことを確かめ、

学習の見通しを立てる。 
・話したいこと「たからもの」

を決める。 
・「たからもの」について思い

出す。 
・二人組で話して「しつもん」

されたことを、発表では話

の中に入れて、くわしく話

せるようにする。 
・くわしく発表する。 
○自分が大切にしているもの

をいくつか書き出し、思い

浮かべる。 

 
 
・話す前に題名「やっとみつ

かった ぬいぐるみ」を知

らせ、聞く構えをもたせ、

主体的な聞き手を育てる。

（聞きたいポイントをは

っきりもたせる） 

・自分にとって大切な思いが

宿っているものが「たから

もの」であることを伝えら

れるようにする。 

・①「たからもの」が何か 

②なぜ「たからもの」なの

か 

を三～四文程度で対話 

的に語るようにする。 

  
・学習の流れを板書で整理

し、見通しを視覚的にとら

えられるようにする。 

 

 

 

 
・「たからもの」として挙げ

たものについてのエピソ

ードを聞き出しながら、紹

介するものを絞れるよう

にする。 
二 
 
話

す

内

容

を

 
２ 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○おしえたい「たからもの」

を絵カードにかき、なぜた

からものとして選んだのか

を思い起こさせる。 

 

 
 
・絵カードは対話までの間、

掲示し、友だちのたからも

のに関心をもてるように

する。「なぜたからものな

のか」と興味をもって対話

たからものをおしえあって なかよしになろう 
 

おしえたい「たからもの」をきめて、はなすことをかんがえよう 
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考

え

る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 
本

時 
 
 

 

 
・たからものについて思

い出し、ものや大切に

している理由につい

ての内容を集めてい

る   （ア） 

【話す聞く】 

☆発言・行動 

☆絵カード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・言葉には、事物を説明

する働きがあること

に気付いている。 

【言語】 イ（ア） 

☆発言 

 

 

 

 
 
○発表のしかたを確かめ、話

す内容を考える。 
 
 
 
 
○次時の活動を知り、見通し

をもつ。 
 
 
 
○二人組で話す・聞く活動の

めあてを確かめ、学習方法

を知る。 
・たからものはどんなものか。 
・なぜ、たからものなのか。 
○「たからもの」について話

す側と質問する側の立場を

交代しながら、二人組で対

話をする。 
 
      いす  

 
・話す側：「たからもの」の絵カ

ードを見せながら話す。 

・質問側：質問をしたら、相手

の絵カードにおたずねシール

を貼る。 

○質問された事柄を整理し、

話をくわしくするポイント

を見つける。 
 ・いつ・誰が・どのように 
 ・なぜ大切なのか。 
 
 
○めあてのふり返りをする。 
 

に臨めるようにしたい。 

・「わけを話そう」の学習で

の理由を述べた経験を想

起させたり、発表のしかた

の例文を提示したりし、何

をどの順序で話せばよい

かを確かめる。 

・実物や写真、絵の準備の

時間の保障をする。 
 
  

 
・たからものにしている理由

を話したり聞き出したり

することをねらいとする。 

・話し始め、終わりのあいさ

つをすることを約束とし、

学習への構えをつくる。 

・質問された内容を付け加え

ると話がくわしくなり、分

かり易く伝えられること

を助言し、次時の発表に生

かしていくようにさせる。 

・カードの絵を見ての質問も

してよいことを伝える。 

・交代の合図で、立場や相手

を替え、話し慣れるように

する。 

・同じグループの友だちとは

対話の相手にならないよ

うに配置を工夫し、次時の

発表を楽しみにできるよ

うにする。 

・次時の発表をくわしくする

ために付け加える内容を

確かめられるようにする。 

・発表の形式や、発表での題

名を考え、次時への期待感

を高める。 

・じぶんのたからものについて くわしく つたえよう 
・ともだちのたからものについて くわしくしるために しつもんしよう 
 

机 
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・話をくわしくするポイ

ントを見つけている。    

（ア） 

【話す・聞く】 

☆発言・発表 

☆質問シール 

☆絵カード（題名） 

 
 
○次時の発表の形式や題名を

考え、伝えたい思いやねら

いを確かめる。 

（絵カードに題名を付け足

す。） 

三 
 
発

表

す

る 
 

 
４ 
 
 

 

 

 
・話をくわしくするポイ

ントを加えて伝えよ

うとしている。 

（ア） 

・友だちが伝えようとし

ていることに興味を

もって聞き、質問や感

想を返している。（エ） 

【話す・聞く】 

☆発表 

・聞くこと、話すことに

関心をもち、ことばで

かかわることに意欲

をもっている。 

【関意態】 

☆発表・発言 

 

 

 
○発表のしかたとめあてを確か

める。 

・みんなにわかりやすく伝える。  

・かんそうを伝える。 

○グループで順番にたからもの

の発表をする。 

○発表のまとめをする。 

・みんなのたからものを知って、

どう思ったか。 

○学習のねらいのふりかえりを

する。 

・初めよりくわしく話すことが

できたか。 

・お話をしてよかったこと。 

・お話を聞いてよかったこと。 

・友だちのことを知ることがで

きて、なかよしになれたか。 

 
 
 
話し手：前時に質問された内

容を盛り込んで話すよう

助言する。 

聞き手：感想シールを感想を

述べた後に絵カードに貼

る。 

・聞き手を意識した声の大き

さや姿勢などに気を付け

ることを確かめる。 

（声の大きさカード） 

 

 

 
・全体で発表してみたい児童

を募り、挑戦させる。話す

ことに不安がないように

支援する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

・たからものを みんなにわかりやすく おしえよう 
・かんそうを つたえよう 
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